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＜ 人 口 ＞
（－１７）７８，７３０男
（－９）８２，７７８女
（－２６）１６１，５０８計

＜ 世帯数 ＞
（＋２０）６５，７５９

８月１日現在  （ ）は前月比

９月１日号 主な内容

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

医療費受給者証の更新、
市職員（技能労務職）の募

集など　　　…２～３Ｐ

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

市営住宅の入居者募集、
高齢者の食育教室など　

　　　　　　…４～５Ｐ

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

催しのお知らせ、子育て

情報など　　…６～７Ｐ

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

命を守るがん検診を受け

よう、市民伝言板など　

　　　　　　…８～９Ｐ

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

健康ガイド　…１０～１１Ｐ

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

オータムパーティー、奥
の細道むすびの地記念館
第２４回企画展、ツール・

ド・西美濃など　…１２Ｐ
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　市制１００周年記念事業として、宇宙飛

行士の大西卓哉さんを招いた講演会が、

８月３日に市民会館で開かれ、夏休み中

の小中学生をはじめ親子連れなど約

１，０００人が来場しました。

　大西さんは、２０１６年に約４か月間、国

際宇宙ステーションに長期滞在。その時

の体験について、写真や動画をスクリー

ンに映して紹介し、宇宙の魅力を語りま

した。その中で大西さんは、「得意なこと

や好きなことは誰でも頑張れる。苦手な

ことを頑張ることが大切」と話し、将来

の夢に向かって努力しようと呼びかけま

した。また、講演後の質問コーナーでは、

「宇宙人はいるか？」「宇宙食の味は？」など子

どもたちから次々に質問が飛び出し＝写真左

下＝、笑顔で答える大西さんの話に、熱心に

耳を傾けていました。
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　夏の風物詩となっているひ

まわり畑。今年は、市制１００

周年を記念して、８月１８日に

平町で、ひまわりまつりが開

かれました。

　ステージでは、地元の園児

や活動団体などが、歌や踊り

を発表したほか、記念に設置

された「ひまわり畑あそび文

字オブジェ」のお披露目も行

われました＝写真＝。

　９月１５日までフォトコンテ

ストの応募も受付中。詳しく

は、農林課（緯４７－８６２８）へ。

２０２０年東京オリンピック・パラリンピックに向けて

　市は、２０２０年の東京オリンピック・パラ

リンピック競技大会への出場を目指す地元

ゆかりの選手たちを、市民と一体となって

応援するため、２７人の“応援アスリート”を

選出し認定しました。

　８月７日に行われた認定式には、１４人が

出席。認定証や激励金１０万円、市オリジナ

ルのスポーツタオルなどの目録が贈られま

した。市長は、「活躍に向けて少しでも助け

になればうれしい」と激励し、選手の皆さ

んは、オリンピック・パラリンピック出場

を目指して、競技に励む決意を新たにして

いました。

　認定を受けたのは、次の皆さんです。

△

水泳（競泳）　岩井芽依　

△

水泳（水球）　

足立聖弥、小椋裕介、野々村悠名　

△

アー

チェリー　西村紗芳、杉林りな　

△

陸上　吉田佳純　

△

バドミント

ン　志知夕里菜　

△

自転車（ＢＭＸ）　髙木聖雄　

△

フェンシング　

山本セイラ、佐藤希望、伊藤真希、馬場晴菜、渡邊裕斗、鈴村健

太、伊藤拓真、馬場俊輔、岡田芽生、勅使河原明日架　

△

体操（新

体操）　鈴木歩佳　

△

ホッケー　山田翔太　

△

柔道　吉田優平　

△

空手道　新馬場

一世、田中美佐

稀　

△

アーチェ

リー（パラ）　服

部和正　

△

ボー

ト（パラ）　三好

貴 之　

△

水 泳

（競泳・パラ）　

服部綾香

だり、超音波メスを使った模擬手術を行っ

たりするなど、盛りだくさんのメニューを

体験。「将来に役立つ貴重な経験」「医療に興

味がわいた」などの声が寄せられました。

　８月１８日、中学・高校生５２人が参加し

て、第２回病院バックヤードツアーが開か

れました。この催しは、地元の病院を知

り、医療人を目指すきっかけづくりになれ

ばと、好評だった昨年に続いて開催。４つ

のグループに分かれた参加者は、医師や看

護師とともに、手術室や救命救急センタ

ー、薬品管理室などを巡り、さまざまな職

種のスタッフから説明を受けました。

　生徒たちは、院内の見学のほか、屋上ヘ

リポートで待機する県防災ヘリに乗り込ん 手術支援ロボット「ダヴィンチ」を見学する生徒ら

中高生が市民病院を体中高生が市民病院を体感感
～バックヤードツアー～　バックヤードツアー　～～　

宇宙に
思いをはせて


